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●はじめに
　近年、酸素療法中に喫煙や台所、ストーブ、線香な
どの原因により火災事故が発生していることについて
関心が高まっている。日本では在宅酸素療法を実施さ
れている患者居宅で発生した火災で、平成 15 年から 23
年までに 36 名の方が死亡している。
　イギリスでは以前から国営保健サービス（National 
Health Service）が在宅酸素療法においてファイアブ
レイク（火消し）などのデバイスを取り付けることを
義務化している。また 2012 年 2 月にはドイツ連邦医
薬品医療機器庁（BfArm）は、「酸素濃縮器への火の
進入を防ぐもの。もし着火した場合に、出来るだけ患
者の近くで酸素を遮断するものを装着しなければなら
ない」と勧告している。

●製品概要
　喫煙などによりカニューラに火が着火した場合でも、
ファイアセイフ（汎用ストップコックバルブ）の先端
に火が到達するとファイアセイフ内部のバルブが通路
を閉止する。酸素の流れを止めるため、チューブに引
火した火が消え、延焼を防止する。ただし、ファイア
セイフは、本体の下流で発生した火には絶大な効果を
発揮するが、本体の上流で発生した火には反応しない。
また、ファイアセイフに火が到達するまでは酸素流が
止まらないため、ファイアセイフの取り付け位置を十
分に考慮する必要がある。
　在宅酸素療法においては、ファイアセイフの取り付
けにより喫煙をしても大丈夫などと患者に勘違いを与
えることのないよう注意する必要がある。

●酸素療法中の危険な火に備えて
　在宅のみならず、病院でも酸素療法中の患者家族が
病室内に持ち込んだライターが原因で顔面熱傷した事

例もある。酸素療法中の火災事故を防止するためには、
医療者、在宅医療機器プロバイダーによる酸素療法中
の禁煙や火気厳禁を注意喚起することと共に、異なっ
た視点からのアプローチの必要性を感じた。

●当院におけるファイアセイフの運用
　入院患者やそのご家族において、「酸素は支燃性の気
体である」という意識があるとは言い難い状況で、火
気厳禁が浸透しているとも考えにくい。そのため院内
では、すべての酸素療法時にファイアセイフを使用す
ることが望ましい。しかし、酸素療法のデバイスによ
ってファイアセイフのバルブタイプを選択しなくては
いけないため、煩雑になりコストが嵩むことが懸念さ
れ、院内での導入を見送った。また、当院で在宅酸素
療法導入患者の酸素濃縮装置（酸素ボンベ）と酸素投
与デバイスにファイアセイフを装着した試みから 2011
年 6 月より在宅医療機器プロバイダーがファイアセイ
フを標準装備することに至った。

●おわりに
　今後も院内でのファイアセイフの使用を検討してい
きたい。また、在宅のみならず、病院などの施設内で
の火災事故を防ぐためにも、その使用の拡大を期待し
たい。
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